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一 般  質  問  通  告  者  一  覧 

     令和６年１２月 

順序 氏   名 通   告   内   容 

１ 吉 澤 美樹郎 

１．自然環境への配慮・取組 

（１）農薬等の化学物質が自然環境に与える影響につい    

   て 

①ネオニコチノイド系農薬について 

（ⅰ）使用基準について 

（ⅱ）生態系への影響について 

（ⅲ）諏訪市としての考え方について 

②環境配慮型の農業について 

（ⅰ）有機栽培への取組 

（ⅱ）給食食材への供給 

（２）山林の保全・活用への取組 

①山林の保全への取組 

（ⅰ）業として成り立つ保全への取組 

②山林の活用への取組 

（ⅰ）アクティビティ等の導入・支援 

 

２．防災・減災施策について 

（１）防災力向上への取組 

①地域防災力の向上 

（ⅰ）自主防災会への行政の関与 

②防災教育への取組 

（２）発災時への備えについて 

①避難所等の考え方 

（ⅰ）使用されていない公共施設の活用 

（ⅱ）避難協定について 

 

２ 藤 森 靖 明 

１．ＳＴＥＡＭ（スティーム）教育について 

（１）教育長の所見は 

（２）理念をどのように推進しているのか 

（３）メリットと期待される成果は 

 

２．生涯学習の推進による地域振興について 
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（１）現状について 

（２）これまでの課題は 

（３）人材育成や就労機会の創出 

（４）今後の展望と地域振興への効果 

 

３．少子化対策について 

（１）支援の取組、現況は 

（２）社会福祉協議会での対応は 

（３）メタバース活用の考えは 

（４）県のプロジェクトは 

（５）若者の就労支援について 

①市内企業の若者雇用状況は 

②若者の就労のための支援と行政の取組は 

 

４．「希望の諏訪」を市歌に 

（１）イベントなどでの使用状況は 

（２）知名度は 

（３）市歌とすることは可能か 

 

３ 大 津  学 

１．選挙と民主主義について 

（１）市長の認識 

（２）投票率向上の施策 

（３）入場券を紛失した場合 

（４）投票終了時刻繰上げについて 

（５）投票用紙の取り違え対策 

（６）民主主義についての教育 

 

２．ＰＦＡＳ（有機フッ素化合物）について 

（１）人体への影響の認識 

（２）使用状況の把握 

（３）水道水、井戸水等地下水、農業用水、河川水の検

査 

（４）検出された場合の対応 

 

４ 小 山 博 子 
１．孫休暇制度の導入について  

（１）制度の内容は 
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（２）市内企業への展開は 

 

２．ヤングケアラー支援について 

（１）支援の現状は 

（２）外国人の支援体制は 

 

３．難聴者のサポートについて  

（１）庁舎窓口等に、軟骨伝導イヤホンの導入は 

（２）補聴器購入助成事業の拡充は 

①事業の利用状況は 

②利用条件の緩和は 

 

４．災害対策へのデジタル技術の活用について  

（１）３Ｄ都市モデルの周知と活用は 

（２）デジタルツイン技術の活用は 

 

５．災害時の食物アレルギー対策について 

（１）対策の現状は 

（２）２８種類以外の食材にアレルギーを持っている人 

への対応と周知は 

 

５ 森 山 博 美 

１．諏訪市の観光についての市長の想い 

（１）観光のコンセプトについて 

（２）諏訪市への誘客状況について 

（３）市長によるトップセールスについて 

 

２．諏訪市の観光事業やイベントについて 

（１）現在の事業やイベントについて 

（２）その誘客効果は 

（３）今後の事業やイベントについて 

 

３．諏訪湖間欠泉センターについて 

（１）今後の施設のあり方について 

 

４．諏訪湖祭湖上花火大会について 

（１）有料桟敷席と打ち上げ台の連携について 
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（２）フードコートの検証について 

（３）ナイアガラ花火の復活について 

（４）今年の資金と経費の概算について 

（５）スポンサー企業募集について 

 

５．花火のまち諏訪について 

（１）全国新作花火競技大会について 

（２）財団法人の設立について 

 

６ 牛 山 実 弦 

１．業務スマート化プロジェクト計画 

（１）今後の市長の所見は 

（２）セキュリティー対策について 

（３）市役所窓口ＤＸ化について 

（４）出生届について  

①スマホからの届出について 

（５）デジタル住民票について 

（６）自治体チャンネルについて 

（７）ＧＩＧＡスクール構想について 

①タブレットの入替え時期・スペックについて 

 

２．区と若者をつなぐマッチングについて 

（１）ボランティア活動におけるマッチング 

 

３．市役所職員の名刺について 

 

７ 藤 森 綾 子 

１．子育て世代との市長懇談会について 

（１）懇談会に対する市長の思い 

（２）子育て施策に対する市長の考え 

 

２．諏訪市の子育て支援について 

（１）子育てサークルの現状について 

（２）遊び場のデジタル化について 

 

３．児童扶養手当の現況届について 

（１）現在の諏訪市の状況について 

（２）独り親家庭等の支援について 
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４．選挙について 

（１）諏訪市の投票率について 

（２）投票率をあげる工夫について 

（３）今後の在り方について 

 

５．動物愛護について 

（１）諏訪市の助成制度について 

（２）独り暮らしのペットのトラブルについて 

（３）県との連携について 

 

８ 高 木 智 子 

１．諏訪市の保育について 

（１）通常保育以外の一時保育等について 

（２）保育士不足解消について 

①こども誰でも通園制度が始まったら 

②職場環境改善の必要性は 

③保育士確保をどうしていくのか 

（３）保育の今後について 

①発達特性など、育ちに不安を抱えている子どもた

ちへの支援は 

②「ひろがる笑顔ゆめ保育所プラン」の今後の進め

方について 

 

９ 井 上  登 

１．高齢者等ごみ出し支援事業について 

（１）孤独や孤立を生まない体制整備 

（２）ごみ出し支援の現状 

（３）要綱について 

（４）効果、改善 

（５）国の動き 

 

２．ＡＩオンデマンド交通について 

（１）会員数の目標 

（２）乗車率について 

（３）かりんちゃんバスとの関係 

（４）有賀峠・霧ヶ峰デマンド交通について 

 

３．マイナ保険証登録解除について 
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（１）解除の状況 

（２）手続 

（３）周知について 

（４）ポイントについて 

（５）カード更新について 

 

１０ 伊 藤 浩 平 

１．少子化施策について 

 （１）少母化の視点による施策について 

 （２）市の考え・施策等が市民・移住者などに伝わってい 

るのか 

 

２．公設卸売市場から民営（任意）市場への移行について 

（１）市場の運営について 

（２）条例や規則の改正について 

（３）組織や予算、事務分掌について 

 

３．ひきこもり支援について 

 （１）現状について 

 （２）対策・取組について 

 

４．週休３日制度について 

 

５．受動喫煙防止条例について 

 （１）条例制定後の状況について 

 （２）喫煙所設置について 

 

１１ 岩 波 万佐巳 

１．選挙について 

（１）衆議院議員総選挙の結果について 

（２）特色のある選挙啓発事業について 

（３）期日前投票について 

（４）投票所の統廃合について 

（５）投票時間について 

（６）投票済証について 

 

２．パートナーシップ届出制度について 

（１）長野県パートナーシップ届出制度の概要について 
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（２）手続方法について 

（３）諏訪市での対応について 

①受けられるサービスについて 

②相談状況について 

③窓口での受領証利用実績について 

④届出制度の周知方法について 

（４）県内で単独実施している自治体について 

 

１２  近 藤 一 美 

１．ごみ最終処分場について 

（１）板沢区への建設断念について 

①第三者機関（長野県など）による解決はできなかっ

たのか 

②事前調査（地質調査など）の実施をどう捉えている    

 か 

③板沢区に対する補償等は考えているのか 

（２）今後の進め方について 

①新たな候補地選定について 

②自前の施設を整備する必要性について 

③建設費用と完成時期の見込みについて 

 

２．令和６年１月１日施行の認知症基本法について 

（１）諏訪市の認知症高齢者の実態について 

①認知症基本法の施行によって何が変わったのか 

②認知症の基準は、誰がどのように判定するのか 

③認知症と診断されたら、どのような機関が支援す 

るのか、また支援体制は 

（２）認知症にならないために 

①日々の生活でどのように指導しているのか 

②特定健診と後期高齢者健診の違いは 

③後期高齢者健診に認知症診断チェック表を活用で 

きないか 

 

３．令和６年１２月２日からのマイナ保険証について 

（１）どのように変わるのか 

①諏訪市のマイナンバーカードの普及率は 

（２）不安の解消策は 

①取得していない方への対策は  

②取得のメリットは 

③取得のデメリットはあるのか 

   ④今後の展望は 

 


